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田
植
え
も
終
わ
り
、
田
ん
ぼ
の
緑

が
日
々
鮮
や
か
に
な
り
、
初
夏
を
感

じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
農

家
の
皆
様
に
は
、
田
植
え
時
期
の
繰

り
下
げ
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
秋
の
収
穫
に
向
け
て
、
１
等

米
比
率
96
％
を
確
保
し
た
昨
年
産
米

と
同
様
に
、
高
品
質
で
良
食
味
な
コ

メ
に
仕
上
が
る
よ
う
、
今
後
と
も
、

気
温
変
動
な
ど
に
対
応
し
た
、
水
管

理
な
ど
の
基
本
的
な
技
術
対
策
が
徹

底
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
川
管
内
で
は
、
北
ア
ル
プ
ス
を

水
源
と
し
た
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
、

農
地
の
大
部
分
97
％
が
水
田
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
関
係
、
後
継
者
問
題
な
ど
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
コ
メ
作
り
を
主
力

と
し
た
農
業
経
営
だ
け
で
は
、
将
来

的

に

さ

ら

に

厳

し

く

な

る

こ

と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ

の

こ

と

か

ら

、

水

田

の

経

営
規
模
の
拡
大
、
高
収
益
作
物
の
導

入
な
ど
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

土
地
改
良
事
業
で
は
、
営
農
効
率

の
向
上
と
経
営
規
模
を
拡
大
す
る
手

段
と
し
て
、
区
画
を
拡
大
す
る
ほ
場

整
備
や
、
畑
作
物
を
可
能
と
す
る
農

地
の
排
水
対
策
や
用
排
水
路
や
農
道

の
改
修
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
基
幹
的
な
農
業
用
施
設
を
対

象
に
、
農
家
の
皆
様
の
要
望
に
即
し

て
、
管
理
の
効
率
化
や
施
設
の
老
朽

化
対
策
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
舟
川
新
地
区
な
ど
3

地
区
で
ほ
場
整
備
を
実
施
、
新
た
に

着
手
し
た
中
加
積
南
部
地
区
な
ど
５

地
区
で
用
排
水
路
や
農
道
等
の
改
修

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
将
来
に
わ
た
り
、
土
地
改

良
施
設
の
維
持
管
理
費
や
農
家
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
農
業
用
水
を
利

用
し
た
小
水
力
発
電
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
春
に
は
滑
川

で
「
早
月
川
沿
岸
第
一
発
電
所
」
が

運
転
を
開
始
し
た
ほ
か
、
現
在
、
管

内
４
箇
所
で
発
電
所
設
置
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

化
し
た
「
た
め
池
」
つ
い
て
も
、
農

業
用
水
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
破
堤

に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

計
画
的
に
改
修
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
、
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、

農
林
業
の
振
興
や
農
業
・
農
村
整
備

事
業
の
推
進
を
通
じ
て
、
新
川
地
域

の
元
気
な
農
業
・
魅
力
あ
る
農
村
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、

ご

指

導

、

ご

支

援

の

程

よ

ろ

し

く

お

願

い

し
ま
す
。

地
域
の
活
力
は
、
農
業
・
農
村
か
ら所

長

橋
本

正
義

◇
目
次
◇

ペ
ー
ジ

●
所
長
挨
拶
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
(1)

●
新
規
地
区
紹
介

・
・
・
・
・
・
・
(2)

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

長
引
野
地
区
・
下
椿
地
区

農
地
整
備
事
業

中
加
積
南
部
地
区

●
水
土
里
探
訪
ウ
オ
ー
ク
開
催
案
内
・
(3)

●
新
規
採
用
職
員
紹
介
・
・
・
・
・
・
(3)

●
耕
作
放
棄
地
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
(4)

●
事
業
地
区
紹
介

小
川
幹
線
地
区
・
(4)

●
イ
ベ
ン
ト
情
報
・
・
・
・
・
・
・
・
(4)

●
編
集
後
記
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
(4)



（３） 新川水土里たより 第16号 平成28年5月24日（火） 新川水土里たより 第16号 平成28年5月24日（火） （２）

新

規

地

区

紹

介

滑
川
中
部
土
地
改
良
区

波
間
さ
ん
の

セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
期
間
が
終
了
し
ま
し
た

昨
年
の
７
月
か
ら
年
度
末
ま
で
、

約
９
ヶ
月
の
研
修
期
間
を
充
実
し
た

内
容
で
無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

ひ
と
え
に
新
川
農
林
の
皆
様
の
支
え

が
あ
っ
て
の
事
だ
と
、
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
短
期
間
で
習
得
し
た
貴
重
な

知
識
や
技
術
を
、
土
地
改
良
区
で
の

仕
事
に
活
か
し
て
い
く
事
が
、
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
恩
返
し
に
な

る
と
、
日
々
精
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。滑

川
中
部
土
地
改
良
区
に
限
ら
ず
、

富
山
県
内
の
改
良
区
関
連
事
業
等
に

お
い
て
は
、
今
後
も
終
始
に
渡
り
皆

様
方
か
ら
の
御
支
援
を
い
た
だ
け
る

様
、
一
関
係
職
員
と
し
て
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

重
ね
て
、
指
導
課
の
皆
様
な
ら
び
に

御
指
導
い
た
だ
い
た
方
々
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。【

波
間
】

４
月
に
入
り
、
平
成
28
年
度
か
ら

あ
ら
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
県
営
事
業

３
地
区
を
計
画
班
か
ら
実
施
班
に
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

引
き
続
き
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

（
用
排
水
施
設
）
長
引
野
地
区

（
魚
津
市
）

山
腹
水
路
を
暗
渠
化
し
、
山
側
土

砂
崩
壊
に
伴
う
溢
水
被
害
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
一
部
ト
ン
ネ
ル
部
分

の
補
修
を
実
施
し
、
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
り
ま
す
。

（
実
施
班
）
水
利
防
災
班

○
総
事
業
費

２
８
０
,
０
０
０

千
円

○
工

期

平
成
28
年
度
～

平
成
33
年
度

○
受
益
面
積

７
６
.
５
ha

○
主
要
工
事

用
水
路
工

Ｌ
＝
１
,
４
０
０
m

①
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

（
用
排
水
施
設
）
下
椿
地
区

（
魚
津
市
）

山
腹
水
路
を
暗
渠
化
し
、
山
側

土
砂
崩
壊
に
伴
う
溢
水
被
害
を
防

止
し
ま
す
。

（
実
施
班
）
水
利
防
災
班

○
総
事
業
費

４
２
０
,
０
０
０

千
円

○
工

期

平
成
28
年
度
～

平
成
34
年
度

○
受
益
面
積

６
０
.
９
ha

○
主
要
工
事

用
水
路
工

Ｌ
＝
２
,
１
５
０
m

研修終了式

研修期間中？

③

農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成
型
）

中
加
積
南
部
地
区
（
滑
川
市
）

昭
和
39
年
か
ら
45
年
に
か
け
て
県

営
ほ
場
整
備
「
中
加
積
地
区
」
で
整

備
さ
れ
た
用
排
水
路
の
再
整
備
及
び

排
水
不
良
が
生
じ
て
い
る
農
地
の
暗

渠
排
水
を
行
い
ま
す
。

（
実
施
班
）
農
地
整
備
第
一
班

○
総
事
業
費

９
５
６
,
０
０
０

千
円

○
工

期

平
成
28
年
度
～

平
成
35
年
度

○
受
益
面
積

１
３
９
.
８

ha

○
主
要
工
事

用
水
路
工

Ｌ
＝
５
,
６
０
０
m

排
水
路
工

Ｌ
＝
５
,
０
５
０
m

暗
渠
排
水

Ａ
＝
３
.
９
ha

（現況用水路状況）

（現況用水路状況）

（水路法面崩落状況）

（現況用水路状況）
（暗渠排水施工

予定田）

（現況管排水破損箇所）

（既設トンネル

内部状況）

（現況用水路状況）


